
平成 31年度森林利用学会総会およびシンポジウムのご案内 

	

拝啓	 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。	

 
下記の通り、森林利用学会総会およびシンポジウムを開催いたします。後日お送りする参

加申込み葉書に出欠をご記入の上、3 月 8 日（金）までに学会事務局宛にお送り下さい。な

お、懇親会は 3月 22日（金）18：00～プラスサード（第 5マルカビル 3階）で開催する予
定です。 
 
月 日：平成 31年 3月 23日（土） 
場 所：駅まえオフィス貸会議室	 大会議室 

新潟県新潟市中央区東大通 1‐1‐1	 第 5マルカビル 7階 
時 間：理事会    9：30～10：30 
 総会   10：30～12：00 
 シンポジウム  13：00～16：30 
 
シンポジウムテーマ 
新潟県における林業成長産業化に向けた取組 
 
趣旨 

戦後造成した人工林が本格的な利用期を迎える中、これらの森林資源を循環利用し、林業

の成長産業化を図ることが重要となっています。このためには、新たな森林管理システムの

下で意欲と能力のある経営体に森林の管理経営を集積・集約化し、川上から川下までの取組

を総合的に推進することが必要です。そこで本シンポジウムでは，新潟県の民有林、国有林、

素材生産現場、加工流通の立場から、林業成長産業化に向けた取組についてご紹介いただき、

日本における林業成長産業化に向けた取組について議論を行いたいと思います。 
 
話題提供者 

・八子	 剛（新潟県農林水産部	 林政課長） 
・本間郁朗（有限会社丸実	 営業課長） 
・清野友和（株式会社トーセン	 業務管理部） 
・佐藤	 肇（関東森林管理局	 森林整備部長） 

 

コーディネータ 

	 	 有賀一広（宇都宮大学）	

コメンテータ 

	 	 今冨裕樹（東京農業大学）	 	 	

	

＜森林利用学会誌編集委員会からのおしらせ＞ 

第 35 巻第 1号特集への投稿募集予告 

	 森林利用学会誌では、平成 31年度森林利用学会シンポジウムの内容に関連させて、第 35
巻 1号において特集号「林業の成長産業化に向けた取り組み（仮）」の発行を計画していま
す。詳細な原稿募集の案内は 2019年 4月に発行する次号第 34巻 2号に掲載しますが、原
稿締切りは論文（研究、技術）については 2019年 8月中旬を、速報等その他の区分につい
ては 11 月頃を予定しています。会員の皆様からの多数のご投稿をお待ちしていますので、
是非早めのご準備をお願いいたします。


